
5  ── 江別市文化協会 広報誌　 光彩

　
な
か
な
か
終
息
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
第
六
十
八
回
江
別
市
民
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
「
響
か
せ
よ
う
伝
え
合
お
う
文

化
の
心
を
」
合
言
葉
で
感
染
防
止
に
努
め
無
事

に
孔
版
画
展
を
終
わ
ら
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
掲

出
し
た
額
入
り
作
品
は
二
十
点
、
他
に
作
品
集
、

令
和
四
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
、
年
九
回
作
成
の
豆

本
、
年
始
め
の
書
き
初
め
、
全
国
交
流
年
賀
状

の
展
示
等
。
尚
今
年
の
来
場
者
は
百
七
十
八
名

と
前
年
よ
り
少
し
増
え
て
い
ま
す
。

　
孔
版
画
同
好
会
の
活
動
歴
は
今
年
で
五
十
四

年
に
な
り
ま
す
。
活
動
の
拠
点
は
江
別
中
央
公

民
館
で
、
月
一
回
孔
版
画
の
技
法
研
修
と
個
々

の
作
品
の
合
評
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
特
に
、
永
年
に
亘
る
孔
版
画
活
動
が
、

市
民
芸
術
文
化
活
動
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
団

体
奨
励
賞
を
市
文
化
協
会
か
ら
戴
き
ま
し
た
。

名
誉
な
受
賞
を
少
人
数
の
会
員
一
同
感
謝
し
て

居
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
孔
版
画
を
作
成
し
て
い
る
作
家

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
孔
版
画
の
技
法
伝
承
に

は
、
会
員
の
新
加
入
を
願
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
月
一
回
の
例
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
見

学
に
お
越
し
下
さ
い
。

（
孔
版
画
同
好
会

代
表

　
佐
藤

　
貞
男
）

孔  版  画  展

●令和3 年1 1 月3 日～

　 1 1 月5日

●江別中央公民館
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混

声
合
唱

団
「
樹
（

じ
ゅ
）
」
は
平

成

二
十
二
年
四
月
常
任
指
揮
者
横
山
直
樹
先
生
の

も
と
に
集
ま
っ
た
仲
間
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
二
十
九
年
五
月
に
第
一
回
演
奏
会
を

開
催
、
令
和
二
年
五
月
に
創
立
十
周
年
を
記
念

し
て
第
二
回
演
奏
会
を
開
催
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
に
よ
り

一
年
延
期
。
予
定
し
た
令
和
三
年
五
月
三
十
日

も
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
江
別
市
な
ら
び
に
江
別
市
教
育
委

員
会
の
ご
配
慮
で
充
分
な
感
染
対
策
を
し
て
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
江
別

市
文
化
協
会
よ
り
特
別
記
念
事
業
助
成
金
を
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
演
奏
会
は
常
任
指
揮
者
横
山
直
樹
先
生
の

傘
寿
＆
指
揮
者
生
活
六
十
周
年
記
念
で
も
あ
り

ま
し
た
。
東
京
で
合
唱
指
揮
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
息
子
さ
ん
の
横
山
琢
也
先
生
を
客
演
指

揮
と
し
て
お
迎
え
し
、
ま
た
合
唱
の
名
曲
「
心

の
四
季
」
を
多
く
の
演
奏
団
員
と
共
に
歌
い
か

わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き

ま
す
が
、
何
と
か
練
習
を
続
け
令
和
五
年
に
は

第
三
回
演
奏
会
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
代
表

　
井
澤

　
明
宏
）

　
去
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
出
来
な
か
っ

た
エ
イ
ベ
ッ
ツ
バ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
で
す
が
、

今
年
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
座
席
間
の
距

離
の
確
保
、
定
期
的
な
換
気
と
消
毒
、
演
者
及

び
来
場
者
の
名
簿
作
り
等
々
、
出
来
る
限
り
の

感
染
予
防
対
策
を
行
い
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
自
体
も
今
後
の
開
催
に
活
か
せ

る
よ
う
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
大
成
功
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
エ
イ
ベ
ッ
ツ

バ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
に
関
わ
る
市
の
関
係
者

や
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
、

演
者
さ
ん
、
来
場
さ
れ
た
お
客
様
の
協
力
に

よ
る
も
の
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
二
年
前
は
演
者
と
し
て
出
演
し
ま
し
た
が
、

前
任
代
表
の
退
任
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
自
体
が

消
滅
し
そ
う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
「
エ
イ

ベ
ッ
ツ
を
無
く
し
た
く
な
い
！
是
非
続
け
た

い
！
」
と
の
思
い
か
ら
、
私
が
引
き
継
ぐ
事
に

な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
事
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

お
手
数
を
お
掛
け
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

周
り
の
方
々
に
助
け
ら
れ
無
事
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
四
年
の
開
催
日
（
十
一
月
六
日
）
も
決

ま
り
、
今
回
の
良
か
っ
た
点
や
反
省
点
を
活
か

し
、
よ
り
一
層
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
回
も
ま
た
エ
イ
ベ
ッ

ツ
バ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

（
代
表

　
佐
藤

　
深
雪
）

創立1 0 周年記念

混声合唱団「 樹」

第２ 回演奏会開催
　 　 ●令和3 年5 月3 0 日

　 　 ●えぽあホール

客演指揮に横山琢哉氏を迎えて

「 心の四季を歌う合唱団」 とともに

エイベッツ

バンド カーニバル

●令和3 年1 0 月1 0 日

●えぽあホール
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コ
ロ
ナ
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
記
念

公
演
を
行
い
ま
し
た
。
観
客
百
十
名
参
加
者

五
十
八
名
。
野
幌
太
々
神
楽
保
存
会
、
黒
森
流

西
の
里
権
現
舞
の
会
に
賛
助
出
演
い
た
だ
き
、

奉
幣
・
稚
児
舞
・
権
現
舞
・
羽
返
し
・
泰
平
楽
・

悪
魔
祓
（
保
存
会
）
の
演
目
を
披
露
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
令
和
四
年
は
十
月
二
十
三
日

（
日
）

　
野
幌
公
民
館
に
て
発
表
会
を
行
う
予
定

で
す
。

（
江
別
市
野
幌
太
々
神
楽
伝
承
会

池
田
典
子
）

　
第
六
十
八
回
江
別
市
民
文
化
祭

　
市
民
盆
栽

展
が
令
和
三
年
十
一
月
三
日
（
水
・
祝
）
よ
り
、

十
一
月
五
日
（
金
）
ま
で
野
幌
公
民
館
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
盆
栽
展
は
文
化
協
会
所
属
の
江
別
盆

栽
同
好
会
会
員
の
み
の
参
加
と
な
り
十
三
席
、

四
十
五
点
の
作
品
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に
よ

り
研
修
会
が
全
て
中
止
と
な
る
な
か
文
化
祭
参

加
は
会
員
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
事
に
な

り
、
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
無
事
全
会
員
の
参
加

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
は
安
全
で
安
心
の
な
か
市
民
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
江
別
市
盆
栽
同
好
会

　
　
中
川

　
　
隆
）

 

江
別
市
長
賞 

梶
原
佳
鶴
子

　
あ
い
さ
つ
の
や
う
に
秋
風
吹
い
て
来
て

　
　
私
の
中
の
コ
ス
モ
ス
揺
ら
す

 

江
別
市
議
会
議
長
賞 

松
本

　
綾
子

　
自
動
ド
ア
に
面
会
禁
止
の
大
書
あ
り

　
　
秋
風
ス
ー
と
奥
ま
で
通
る

 

江
別
市
教
育
長
賞 

大
島

　
愛
子

　
い
つ
よ
り
か
健
や
か
な
ら
ぬ
と
知
る
身
体

　
　
九
月
の
鏡
ほ
そ
き
髪
梳
く

 

江
別
市
文
化
協
会
理
事
長
賞 

湯
浅

　
悦
子

　
ひ
と
と
せ
は
ゆ
く
り
な
く
流
れ
人
皆
は

　
　
見
え
ざ
る
も
の
に
お
び
え
つ
づ
け
て

 

江
別
短
歌
会
会
長
賞 

岡
田

　
雅
子

　
吾
亦
紅
の
ひ
と
節
庭
木
に
た
て
か
け
て

　
　
秋
の
終
わ
り
の
草
ひ
き
て
を
り

 

北
海
道
新
聞
社
賞 

菅
野

　
礼
子

　
杖
を
つ
き
家
の
回
り
を
歩
き
た
る

　
　
亡
き
姉
思
ふ
夕
映
え
の
空

 

朝
日
新
聞
社
賞 

二
川
原

　
登

　
秋
高
し
声
を
ひ
そ
め
る
か
ん
た
ん
に

　
　
茗
荷
と
る
手
を
し
ば
し
休
め
る

　 

高
校
生
・
中
学
生
の
部 

入
賞
作
品

●
高
校
生
の
部

 

天
　
賞

　
酪
農
学
園
大
学
附
属

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

二
年

　
池
田
ゆ
き
ほ

　
目
元
だ
け
マ
ス
ク
の
下
は
ど
ん
な
顔

　
　
一
年
経
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

 

地
　
賞

　
　
北
海
道
江
別
高
等
学
校

三
年

　
堂
前

　
友
結

　
行
事
な
く
高
校
生
活
終
わ
り
そ
う

　
　
思
い
出
す
べ
て
マ
ス
ク
と
共
に

江
別
市
野
幌
太
々
神
楽
伝
承
会

　

創
立
25
周
年
記
念
公
演

  

第
20
回 

野
幌
の
舞

市 

民 

盆 

栽 

展

●
令
和
３
年
10
月
24
日

●
え
ぽ
あ
ホ
ー
ル

●
令
和
３
年
11
月
3
日
～
５
日

●
野
幌
公
民
館
ホ
ー
ル

短 歌 大 会

令和3 年1 0 月2 4日

野幌公民館



江別市文化協会 広報誌　 光彩 ── 8

 
人

　
賞

　
酪
農
学
園
大
学
附
属

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

一
年

　
田
島

　
七
海

　
夢
の
た
め
こ
の
学
校
で
学
び
ゆ
く

　
　
気
持
と
不
安
背
お
い
な
が
ら
も

 

秀
　
作

　
　
立
命
館
慶
祥
高
等
学
校

二
年

　
原
田

　
佳
苗

　

戻
り
ゆ
く
え
ぽ
あ
に
溢
る
る
皆
の
笑
み

　
　
若
人
の
歌
も
は
よ
響
き
渡
れ

　
　

　
酪
農
学
園
大
学
附
属

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

　
一
年

　
久
保
木
暁
美

　
マ
ス
ク
し
て
少
し
離
れ
て
い
る
け
れ
ど

　
　
強
く
感
じ
る
会
え
る
喜
び

　
北
海
道
江
別
高
等
学
校

三
年

　
杉
澤

　
紫
万

　
扇
風
機
部
屋
の
隅
っ
こ
置
き
去
り
に

　
　
十
八
の
夏
も
う
戻
れ
な
い

　
酪
農
学
園
大
学
附
属

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

一
年

　
後
藤

　
美
佳

　
高
校
も
半
年
目
な
の
に
ま
だ
迷
う

　
　
五
ヶ
月
ぶ
り
の
対
面
授
業

　
北
海
道
江
別
高
等
学
校

三
年

　
佐
藤
穂
希
華

　
教
室
に
聞
こ
え
る
声
の
高
低
差

　
　
大
人
に
な
っ
た
と
実
感
を
す
る

●
中
学
生
の
部

 

天
　
賞

　
　
江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校

二
年

　
津
村

　
妃
南

　
手
が
ふ
る
え
緊
張
す
る
な
一
本
目

　
　
シ
ュ
ー
ト
よ
決
ま
れ
逆
転
勝
ち
だ

 

地
　
賞

　
　
江
別
市
立
中
央
中
学
校

二
年

　
石
﨑

　
理
栞

　
お
い
コ
ロ
ナ
我
ら
の
青
春
ど
こ
い
っ
た

　
　
大
人
は
会
食
子
供
は
我
慢

 
人

　
賞

　
　
江
別
市
立
大
麻
中
学
校

二
年

　
津
川

　
　
柊

　
期
末
こ
そ
い
い
点
と
れ
よ
と
笑
う
父

　
　
重
り
の
ご
と
き
親
か
ら
の
期
待

 

秀
　
作

　
　
江
別
市
立
第
一
中
学
校

二
年

　
苗
加

　
結
南

　
夏
の
夜
雨
音
聞
い
て
し
み
じ
み
と

　
　
残
り
の
休
み
指
で
数
え
る

　
江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校二

年
　
藤
田

　
晃
輝

　
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
た
生
活
は

　
　
慣
れ
て
し
ま
う
が
慣
れ
た
く
は
な
い

　
江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校二

年
　
生
田

　
那
奈

　
ほ
ん
と
う
は
伝
え
た
い
ん
だ
あ
り
が
と
う

　
　
反
抗
期
っ
て
厄
介
だ
な
あ

　
江
別
市
立
中
央
中
学
校

二
年

　
北
畑

　
悠
里

　
雨
上
が
り
雫
が
落
ち
て
輝
く
葉

　
　
虹
が
か
か
っ
て
空
を
い
ろ
ど
る

　
江
別
市
立
大
麻
中
学
校

二
年

　
秋
田

　
陽
花

　
朝
読
書
小
鳥
の
さ
え
ず
り
聞
き
な
が
ら

　
　
季
節
を
感
じ
ペ
ー
ジ
を
一
枚

●
一
般
の
部
入
賞
作
品

 

市 

長 

賞

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
土
偶
立
ち
ま
せ
真
夜
の
月

中
村
ひ
ろ
む

 

議 

長 

賞

搾
乳
の
音
の
み
聞
こ
ゆ
霧
の
中

横
山
い
さ
を

 

教
育
長
賞

ひ
そ
や
か
に
金
属
疲
労
秋
の
薔
薇

長
野

　
君
代

 

文
化
協
会
理
事
長
賞

新
し
き
杭
打
た
れ
を
り
草
の
花

古
川
ウ
ヰ
子

 

横
山
い
さ
を
講
師
賞

葦
だ
け
が
残
る
故
郷
草
の
花

安
井

　
　
強

人
間
に
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
草
の
花

折
原

　
博
美

●
中
学
生
の
部
入
賞
作
品

 

天
　
賞

帰
り
道
ど
こ
ま
で
続
く
鰯
雲

大
麻
東
中
学
校

　
三
年

　
佐
藤

　
陽
日

 

地
　
賞

秋
の
風
ピ
ア
ノ
の
音
色
校
舎
か
ら

中
央
中
学
校

　
三
年

　
角
田

　
愛
佳

 

人
　
賞

炎
天
下
強
い
打
球
に
食
ら
い
つ
く

中
央
中
学
校

　
三
年

　
細
川

　
慶
斗

 

優
秀
賞

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
打
つ
決
断
の
秋
夕
焼

　

江
別
第
二
中
学
校

　
一
年

　
佐
々
木
裕
太

俳 句 大 会

令和3 年1 0 月3 1 日

中央公民館


